
東 佐野 渋谷 天野 宮田 石原



みちのく杜の湖畔公園の歩みみちのく杜の湖畔公園の歩み
昭和５５年、全国で初めてのダム周辺環境

整備事業として 「釜房湖畔公園」が完成整備事業として、「釜房湖畔公園」が完成

昭和５６年、建設省（現：国土交通省）が
「国営釜房湖畔公園」の事業に着手

昭和５９年「国営みちのく杜の湖畔公園昭和５９年「国営みちのく杜の湖畔公園」
平成1年 「文化と水のゾーン」の一部を開園
現在まで305 1haを開園現在まで305.1haを開園

東北地方唯一の国営公園



アクセスアクセス
仙台市中心部から車で30分
仙台駅前からのバスで60分仙台駅前からのバスで60分
宮城川崎ＩＣから5分



入場者数入場者数
平成２０年度は約７２万人

前年５月に累計入場者数が1000万人突破前年 月 累計入場者数 万人突破







みちのく公園南地区みちのく公園南地区
・自然に触れ合えるエリアから

歴史 文化に触れ合えるエリアまで歴史、文化に触れ合えるエリアまで

→宮城の小学校の遠足としてよく利用されている。教育の
場としても充実。

人々があつまる憩いの場

子供たちの遊び場



学習のフィールド学習のフィ ルド

時のひろば・・・アンモナイトの化石時のひろば アンモナイトの化石

水のひろば・・・ビオトープで自然観察

多目的ホール・・・手づくり体験多目的ホール・・・手づくり体験

ふるさと村・・・東北の歴史・風土・伝統・文化

古民家で映像や模型を展示古民家で映像や模型を展示

体験学習で楽しく学習



人々の憩いの場人々の憩いの場
いも煮会ひろば

かまどが用意されたひろばかまどが用意されたひろば

いも煮会やバーベキューなど

人が集まり楽しむ場



自然を感じる自然を感じる
彩のひろば・・・華々しい大花壇

憩いの森 四季折々の森憩いの森・・・四季折々の森

自然の中でディスクゴルフ

花木園・・・落ち着いた雰囲気のエリア

四季折々

様々な雰囲気の自然を様々な雰囲気の自然を

感じ、楽しむ



子供たちの遊び場子供たちの遊び場
小さな子供から小学生まで

楽しく遊べる場が沢山！！楽しく遊べる場が沢山！！

わらすこひろば・湖畔のひろば等

ボールプールやインラインスケート

貸しボート等貸しボ ト等



みちのく公園北地区みちのく公園北地区
・健康広場・・・健康づくりのための遊具

・多目的コート・・・テニス・フットサル・バスケ

・森のドッグラン森のドッグラン

広い土地を生かした施設



みちのく公園北地区みちのく公園北地区
・平成20年春、新エリア「 」オープン

蔵王連邦を背景とした８ｈａの広大な草原

サイバーホイール

グ ウ ド ゴ

子供からお年寄りまで
自然の中で
体を動かしグラウンド・ゴルフ

ノルディックウォーキング

体を動かして

様々なレクリエーションが
楽しめる！

熱気球体験搭乗会などイベントも・・・

楽しめる！

気



オートキャンプ場オ トキャンプ場
フリーテントサイト・・・かまどあり

オートキャンプサイト・・・電源あり

コテージ・・・充実した設備



イベントイ ント
定例イベント(レギュラーイベント)
ふるさと村の昔懐かしい体験・手づくり食体験・工作体験

自然環境体験

スポーツ体験



自然を感じ楽しむ会

昔遊び体験昔遊び体験

http://www.thr.mlit.go.jp/m-park/index.html



シーズンイベントシ ンイ ント
みちのく公園では、年間を通して季節を感じ、自然と親し
み また家族で楽しめるイベントを開催していますみ、また家族で楽しめるイベントを開催しています。



アラバキロックフェスティバルアラ キ ックフ スティ ル

東北地方では最大級東北地方では最大級
の音楽フェス

2006年から釜房湖

畔公園で開催されて畔公園で開催されて
いる

http://sendai.keizai.biz/
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開催開催 http://arabaki.com/staff_voice/blog/開催開催



身体、知的障害者に対する配慮身体、知的障害者に対する配慮

健康の維持増進のために利用されている

身体的・知的障害者は入場無料身体的・知的障害者は入場無料



まとめまとめ
広域化・多様化するレクリエーションのニーズに対応

自然との触れ合いの場所を提供自然との触れ合いの場所を提供

歴史・文化・環境の保存

東北を代表するイベント会場

障害者、高齢者、子供に対する十分な配慮


